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１．研究計画の概要 
本研究は、クリティカル・急性期医療での
看護師による侵襲的治療環境下での日常生
活行動援助の現状と、ケア実施に当たっての
看護師の判断やケア技術を分析することで、
クリティカルケア看護の在り方を検討する。  
計画の概要は、1 年目に文献検討を基に各生
活行動援助と各侵襲的医療処置を中心とし
た調査票を作成する。2 年目には調査票を用
いて、侵襲的治療環境下にある重症患者の生
活行動援助のための卓越した看護実践のノ
ウハウを明らかにするために、看護ケアの複
雑性、実施に必要な看護師の知識、判断、技
術を明らかにするための全国調査を行う。3
年目はそれらの調査結果を基に、侵襲的治療
環境下にある患者に必要な日常生活行動援
助ケアの構造化を試みる。また重症患者への
ケア実施に関しての医師の指示（許可）との
関連は、担当医師個々の判断や施設における
医療的慣習を根拠として、各施設独自に定着
していることが推察されるため、看護師と医
師との判断や見解の一致と相違なども、調査
によって明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
 1 年目では、文献検討と当初の予定にはな
かったクリティカルケア看護師による 2回の
ﾌｫｰｶｽ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ･ｲﾝﾀﾋﾞｭｰを行い、調査票で用い
る 24 の侵襲的医療処置を選び出した。それ
を基に 2 種類の調査票案を作成し、パイロッ
トスタディを経て完成させた。 
 2 年目には、全国調査を行った。全国 200
の基幹病院 ICU、CCU、救命センター等で重
症患者ケアに携わり、中核的な役割を担って
いる看護師（各施設 2 名、計 400 名）を対象

に、独自に作成した質問紙を郵送し、無記名
自記式の質問紙調査を実施した。調査内容は、
対象者の背景、人工呼吸器や大動脈バルンパ
ンピング等の侵襲的医療処置を受ける患者
への日常生活援助を行う際の看護師の判断
について各々5 段階の選択肢で尋ね、項目毎
に中央値を算出し、「看護師判断度」とした。
選択式回答は単純集計、自由回答は質的帰納
的に分析を行った。 

3 年目には得られた結果の分析を行い、そ
の結果は第 5回日本クリティカルケア看護学
会学術集会、第 8 回日本看護技術学会学術集
会で発表ならびに交流集会として、意見交換
の場を設けた。またこれらは厚生労働省の
「チーム医療の推進に関する検討会」の資料
としても採択された。 

 
３．現在までの達成度 
 3 年目終了時の現在までほぼ予定通りの進
捗状況である。また研究や研究結果は昨今の
医療状況からも高い関心を集め、厚生労働省
検討会のヒアリング資料に採択されたり、第
8 回日本看護技術学会学術集会の大会賞を受
賞した。 
  
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度である 4年目には、侵襲的医療処
置を受けている、あるいは高度医療機器が装
着されている重症患者に対し、クリティカル
ケア看護師の知識、判断、技術を明らかにす
るための構造化を試みる予定である。また医
師の指示との関連、看護師の役割拡大につい
ても考察を加える予定である。 
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